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は
じ
め
に

　
山
東
京
伝
の
活
動
は
、
洒
落
本
・
黄
表
紙
・
合
巻
・
読
本
・
考
証
随
筆
・
浮
世
絵
・
狂
歌
な
ど
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ
の
分
関
わ
っ
た
人
物
も
戯
作
者
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
京
伝
周
辺
の
人
脈
か
ら
新
た
な
京
伝
像
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、

拙
稿
「
京
伝
の
後
援
者
た
ち（

（
（

」
で
は
、
京
伝
の
後
援
者
と
な
っ
て
い
た
三
人
の
大
名
子
息
た
ち
に
焦
点
を
当
て
、
天
明
期
の
京
伝
の
交
流

関
係
を
見
つ
め
直
し
た
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
た
黄
表
紙
『
葉は

手で

嫌ぎ
ら
い

息む
す

子こ
の

好す
き
〳
〵々

』（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉
刊
）
は
、
京
伝
の
門
人
と
言

わ
れ
る
山
東
鶏け

い

告こ
う

の
作
品
で
あ
る
。

　
京
伝
の
門
人
と
言
え
ば
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
秋
に
京
伝
に
入
門
を
乞
う
た
曲
亭
馬
琴
が
知
ら
れ
て
い
る
。
弟
京
山
の
随
筆
『
蜘

蛛
の
糸
巻
』（
弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉
起
筆
）
に
は
、
京
伝
が
こ
の
時
語
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
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二
三
〇

艸
ざ
う
し
の
作
は
世
を
わ
た
る
家
業
あ
り
て
、
か
た
は
ら
の
な
ぐ
さ
み
に
す
べ
き
物
な
り
。
今
、
時じ

鳴め
い

あ
る
作
者
皆
然し

か

り
。
さ
て
ま

た
戯げ

作さ
く

は
弟
子
と
し
て
お
し
ふ
べ
き
事
一
つ
も
な
し
。
さ
れ
ば
お
の
れ
を
は
じ
め
古
今
の
戯
作
者
、
一
人
も
師
匠
は
な
し
。
ま
づ
弟

子
入
り
は
お
こ
と
わ
り
な
り
。
し
か
し
心
や
す
く
は
な
し
に
き
給
へ
。
ま
た
書か

き

た
る
物
あ
ら
ば
、
み
る
事
は
み
て
や
る
べ
し

　
戯
作
は
家
業
の
合
間
の
な
ぐ
さ
み
と
し
て
行
う
べ
き
も
の
だ
と
し
、
教
え
る
よ
う
な
こ
と
は
一
つ
も
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
弟
子
入
り

を
固
辞
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
京
山
の
記
し
た
『
蛙
鳴
秘
鈔
』（
天
保
元
年
〈
一
八
三
〇
〉
成
立
か
）
で
は
、「
是こ

れ

迄ま
で

入
門
を
乞
ひ
給

ひ
た
る
人
あ
ま
た
あ
れ
ど
も
、
師
弟
の
約
を
結
び
た
る
事
な
し（

（
（

」
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
馬
琴
が
京
伝
の
元
を
訪
れ
る
一
、

二
年
前
ま
で
、
京
伝
の
門
人
と
し
て
戯
作
を
執
筆
し
て
い
た
人
物
が
い
る
。
山
東
鶏
告
、
山
東
唐と

う

洲し
ゆ
うで

あ
る
。
本
稿
で
は
、
二
人
の
作
品

の
検
討
か
ら
京
伝
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

一
、
山
東
鶏
告

（
一
）
先
行
研
究

　
ま
ず
は
山
東
鶏
告
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
鶏
告
は
、
生
没
年
未
詳
で
あ
る
が
、
竹
杖
為
軽
（
万
象
亭
）
な
ど
の
社
中
に
あ
っ
た
築
地

住
の
狂
歌
師
で
、
狂
号
海
辺
汐
風
、
朱
翁
鶏
告
と
も
号
し
た
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
鶏
告
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
京
伝
の
架
空
の
門
人
で
、
京
伝
自
身
が
用
い
た
名
前
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、

『
洒
落
本
大
成
』
第
十
四
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）
や
棚
橋
正
博
氏
の
『
黄
表
紙
総
覧
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
六
─
八
九

年
）
の
解
説
に
詳
し
い
が
、
改
め
て
鶏
告
に
関
す
る
記
述
を
見
て
み
よ
う
。
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鶏
告
＝
京
伝
説
は
、
早
く
は
岩
本
活
東
子
の
注
記
に
始
ま
る
。『
戯
作
六
家
撰
』（
安
政
三
年
〈
一
八
五
六
〉
成
立
）
の
京
伝
の
項
に
、

活
東
子
の
注
と
し
て
「
鶏
告
な
ど
も
い
か
に
か
あ
ら
ん
、
其
人
あ
る
に
は
あ
ら
じ
、
猶
た
づ
ぬ
べ
し（

（
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
水
谷
不
倒
氏
は
『
列
伝
体
小
説
史
』（
春
陽
堂
、
一
八
九
七
年
）
に
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
年
（
引
用
者
注
：
天
明
六
年
）
別
に
山
東
鶏
告
と
名
の
り
て
『
御
富
興
行
曾
我
』『
両
国
信
多マ

マ

染
』
の
二
部
を
著
し
ぬ
、
一
は
京

伝
が
別
号
な
り
と
い
ふ
。（
中
略
）
同
八
年
此
の
年
の
著
作
甚
だ
多
く
十
二
三
部
に
及
べ
り
、
別
に
『
雪
廓マ

女マ

八
朔
』
は
京
伝
門
人

山
東
唐
洲
作
と
あ
り
、
是
れ
又
自
家
の
変
名
な
る
べ
し
。

　
さ
ら
に
『
戯
作
者
小
伝
』
を
引
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
つ
の
世
に
も
小
さ
き
文
人
あ
り
て
少
し
名
の
知
れ
た
る
人
に
乞
う
て
門
人
と
な
る
例
、
珍
し
か
ら
ず
、
さ
れ
ど
京
伝
に
は
前
後
に

門
人
と
て
は
関
亭
伝
笑
（
奥
の
泉
侯
の
家
臣
な
り
）
唯
一
人
の
み
な
り
と
い
へ
ば
是
等
は
彼
れ
が
仮
り
の
名
な
る
こ
と
疑
ふ
べ
か
ら

ず
、
而
し
て
京
伝
門
人
な
ど
ゝ
し
た
る
は
、
是
れ
又
い
つ
の
世
に
も
拙
き
作
に
は
己
れ
が
名
を
出
だ
す
を
恥
ぢ
、
さ
れ
ば
と
て
出
さ

ず
に
は
お
け
ぬ
事
情
あ
り
、
誰
れ
の
補
助
、
若
し
く
は
某
氏
閲
な
ど
し
て
一
方
に
は
其
の
拙
劣
を
か
く
し
、
一
方
に
て
門
人
弟
子
の

い
か
に
も
大
勢
あ
る
が
如
く
見
せ
か
け
、
利
益
を
天
秤
に
か
け
る
名
家
も
少
か
ら
ず
、
京
伝
も
恐
ら
く
此
の
類
に
は
あ
ら
ざ
り
し
か
。

　
京
伝
＝
鶏
告
説
は
そ
の
後
も
受
け
継
が
れ
、
新
群
書
類
従
所
収
の
『
増
補
青
本
年
表
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
六
年
）
天
明
六
年
の

山
東
鶏
告
の
項
に
「
山
東
京
伝
仮
名
二
十
六
歳
」
と
あ
る
。
天
明
七
年
の
山
東
鶏
告
の
項
に
は
「
二
十
七
歳
（
即
山
東
京
伝
）」
と
書
か
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れ
、
天
明
八
年
も
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
倉
無
声
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』（
春
陽
堂
、
一
九
二
六
年
）
は
「
鶏
告
は
京
伝

の
仮
号
な
り
」
と
解
説
し
て
い
る
。『
近
代
日
本
文
学
大
系
』
第
二
十
五
巻
（
国
民
図
書
、
一
九
二
九
年
）
の
「
日
本
小
説
作
家
人
名
辞

書
」
で
も
、
け
い
こ
ふ
の
項
目
で
は
「
山
東
京
伝
の
匿
名
」
と
さ
れ
た
。
小
池
藤
五
郎
氏
も
『
山
東
京
伝
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九

三
五
年
）
で
鶏
告
＝
京
伝
で
あ
る
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
反
論
し
た
の
が
森
銑
三
氏
で
、
論
争
に
発
展
す
る
。

　
森
氏
は
「
山
東
京
伝
に
関
す
る
一
二
の
問
題
に
就
い
て
」（『
伝
記
』
一
九
三
七
年
四
月
、『
森
銑
三
著
作
集
』
続
編
第
一
巻
所
収
）
に

て
、
鶏
告
の
天
明
六
年
の
黄
表
紙
の
署
名
の
印
「
シ
ホ
カ
ゼ
」
が
、
海
辺
汐
風
と
い
う
狂
歌
師
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
実
在
の
京

伝
の
門
人
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　
さ
ら
に
水
野
稔
氏
は
、『
会か

い
つ
う
う
ぬ
ぼ
れ
か
が
み

通
己
恍
惚
照
子
』（
山
東
京
伝
作
画
、
天
明
八
年
刊
）
一
ウ
二
オ
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
状
差
し
に
、「
伝
さ

ま
」「
京
伝
兄
」
と
共
に
「
け
い
こ
う
」
の
宛
名
の
手
紙
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（
（

。

こ
れ
は
門
人
山
東
鶏
告
を
京
伝
と
同
一
人
視
す
る
通
説
を
裏
書
す
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
わ
た
く
し
は
や
は
り
、
鶏
告
は
築
地

在
住
の
実
在
の
人
物
で
、
汐
風
の
狂
号
を
も
ち
、
画
才
も
あ
っ
て
、
京
伝
と
親
し
か
っ
た
人
と
す
る
説
に
従
い
た
い
。
そ
の
宣
伝
の

意
を
も
っ
て
こ
こ
に
名
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
京
伝
が
自
身
の
作
品
の
挿
絵
に
「
け
い
こ
う
」
の
文
字
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
宛
名
の
文
字
に
「
け
い
こ

う
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
た
と
い
う
の
は
、
水
野
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
既
に
四
作
品
を
世
に
出
し
て
い
る
鶏
告
の
名
の
宣
伝
の
意
味
も

込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
後
は
、『
黄
表
紙
総
覧
』
で
も
森
氏
の
説
が
支
持
さ
れ
、
現
在
で
は
鶏
告
が
京
伝
の
実
在
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
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い
る
。

（
二
）
狂
歌

　
別
人
説
の
根
拠
と
も
な
っ
た
、
鶏
告
の
狂
歌
師
と
し
て
の
活
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』

（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
八
─
二
〇
〇
七
年
）
に
収
め
ら
れ
た
鶏
告
の
狂
歌
を
見
て
み
よ
う
。

　
鶏
告
の
狂
歌
名
、
汐
風
の
名
が
早
く
に
見
え
る
の
は
、『
吉
原
細
見
』
に
擬
え
て
狂
歌
師
連
中
ご
と
に
名
前
を
記
し
た
『
狂
歌
師
細
見
』

（
平
秩
東
作
編
、
天
明
三
年
刊
）
で
あ
る
。
万
字
屋
万
蔵
の
連
に
「
お
り
介

　
ま
さ
の
ぶ
」「
し
ほ
か
せ
」
と
、
狂
歌
名
を
身
軽
折
輔
と
い

っ
た
京
伝
と
同
じ
連
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
は
数
寄
屋
連
の
万
象
亭
こ
と
竹
杖
為
軽
の
グ
ル
ー
プ
で
、
他
に
も
戯
作
者
の
岸

田
杜
芳
や
七
珍
万
宝
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
狂
歌
評
判
記
の
『
俳わ

ざ
お
ぎ
ぶ
り

優
風
』（
唐
衣
橘
洲
・
朱
楽
菅
江
・
四
方
赤
良
編
、
天
明
五
年
刊
）
に
は
、
京
伝
と
鶏
告
、
さ
ら
に
京
伝
の
妹
の

黒
鳶
式
部
も
数
寄
屋
連
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　
秩
父
庄
司
次
郎
重
忠

　
　
山
東
京
伝

　
ス
キ
ヤ

春
の
野
の
梅
か
か
げ
清
た
づ
ね
て
は
乞
食
の
家
も
の
ぞ
く
重
忠

頭
取
梅
が
ゝ
や
乞
食
家
も
の
ぞ
か
る
ゝ
と
は
俳
諧
の
句
も
と
よ
り
詩
哥
連
俳
の
四
相
を
悟
る
ち
ゝ
ぶ
の
重
忠
の
役
地
け
い
と
い
ひ
口

跡
と
い
ひ
よ
ろ
し
ふ
御
座
れ
と
狂
哥
の
家
に
て
俳
か
い
の
句
を
元
と
い
た
さ
る
ゝ
も
残
念
な
れ
ば
う
ま
ひ
仕
う
ち
を
ま
ち
ま
す
〳
〵

　
花
川
戸
助
六
　
山
東
黒
鳶
　
ス
キ
ヤ
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助
六
が
か
さ
に
か
ゝ
り
し
あ
く
た
い
は
舌
に
も
つ
か
ぬ
ち
り
桜
か
な

頭
取
御
一
所
に
評
し
ま
せ
ふ
う
ゐ
ろ
う
売
と
ら
や
の
御
趣
向
五
音
横
通
は
例
の
つ
ら
ね
な
が
ら
つ
ゞ
く
に
風
を
お
こ
そ
と
は
よ
ふ
ご

ざ
る
○
花
川
戸
の
助
六
が
か
さ
に
か
ゝ
つ
て
舌
に
も
つ
か
ぬ
ち
り
桜
わ
る
口
ち
る
桜
で
は
な
い
か
頭
取
先
大
て
い
〳
〵

　
忍
者

　
　
山
東
潮
風

　
ス
キ
ヤ

忍
び
出
で
見
こ
す
親
方
首
尾
の
松
シ
ヰ
の
木
や
し
き
声
が
高
塀

頭
取
此
度
忍
者
に
て
見
こ
し
の
松
の
上
よ
り
親
方
首
尾
の
ま
つ
と
し
き
ゝ
て
し
ゐ
の
木
三
本
に
た
て
も
の
ゝ
声
が
高
イ
忍
び
が
へ
し

の
釘
打
付
た
芸
き
つ
い
も
の
で
ご
ざ
り
ま
す
芝
居
好
そ
ふ
だ
〳
〵
頭
取
四
谷
か
ら
も
ほ
う
び
が
出
ま
し
た

　
題
材
を
年
末
年
始
に
限
定
し
た
狂
歌
集
の
『
狂
歌
新
玉
集
』（
四
方
赤
良
序
、
天
明
六
年
刊
）
に
は
、
鶏
告
と
京
伝
の
歌
が
並
ん
で
収

め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

花
ぐ
も
り
さ
せ
じ
と
ば
か
り
鏡
山
春
た
つ
け
ふ
の
風
や
と
ぐ
ら
ん

　
山
東
鶏
告

目
に
鈴
を
は
る
た
つ
け
ふ
の
空
は
れ
て
ま
つ
げ
に
か
ゝ
る
霞
さ
へ
な
き

　
山
東
京
伝

　
四
方
赤
良
に
よ
る
天
明
狂
歌
の
第
三
の
選
集
で
あ
る
『
狂
歌
才
蔵
集
』（
四
方
赤
良
編
、
天
明
七
年
刊
か
）
に
は
、
巻
第
四
に
鶏
告
、

巻
第
五
に
京
伝
の
歌
が
所
収
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
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五

　
七
夕
別

　
　
山
東
鶏
告

別
路
の
天
の
か
は
ら
に
ひ
れ
ふ
り
て
今
朝
こ
そ
星
の
石
と
な
る
ら
め

　
十
五
夜
月

　
　
山
東
京
伝

仲
秋
の
月
に
め
で
ゝ
は
今
川
か
い
さ
め
も
も
ど
く
酒
宴
遊
興

　
そ
の
後
は
、『
狂
歌
浜
荻
集
』（
便
々
館
湖
鯉
鮒
編
、
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
刊
）
に
は
汐
風
の
名
で
十
三
首
、『〈
狂
歌
類
題
〉
後
杓

子
栗
』（
便
々
館
湖
鯉
鮒
編
、
文
政
三
年
〈
一
八
二
〇
〉
刊
）
に
は
同
じ
く
汐
風
の
名
で
十
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
例
か
ら
、
鶏
告
は
戯
作
よ
り
も
早
く
に
狂
歌
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
黄
表
紙
・
洒
落
本

　
狂
歌
師
と
し
て
の
活
動
に
加
え
、
戯
作
の
執
筆
も
行
う
よ
う
に
な
る
。
鶏
告
作
の
黄
表
紙
は
天
明
六
年
か
ら
寛
政
元
年
ま
で
に
八
作
品
、

ま
た
山
東
唐
洲
と
の
共
著
の
洒
落
本
が
一
作
確
認
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
作
品
の
一
覧
で
あ
る（

（1
（

。

　
●
天
明
六
年
刊

・『〈
御
誂
〉
両り

よ
う
ご
く
し
の
だ
ぞ
め

国
信
田
染
』
黄
表
紙
、
北
尾
政
演
画
、
鶴
屋
板
、
二
巻
、
十
丁
、「
京
伝
門
人

　
山
東
鶏
告
作

　
印
（
シ
ホ
カ
ゼ
）」

・『〈
鷺
岡
勧
進
〉
御お

ん
と
み
こ
う
ぎ
よ
う
そ
が

富
興
行
曾
我
』
黄
表
紙
、
北
尾
政
演
画
、
鶴
屋
板
、
三
巻
、
十
五
丁
、
跋
文
京
伝
、「
山
東
鶏
告
作

　
印
（
シ
ホ
カ
ゼ
）」

　
●
天
明
七
年
刊

・『〈
見
た
き
も
の
〉
化ば

け
も
の
が
く
や

物
楽
屋
異い

ち
よ
う牒

』
黄
表
紙
、
北
尾
政
美
画
か
、
西
宮
板
、
二
巻
、
校
合
京
伝
、「
山
東
け
い
こ
う
作
　
印
」
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・『
葉は

　で
ぎ
ら
い
む
す
こ
の

手
嫌
息
子
好す

き
〳
〵々

』
黄
表
紙
、
北
尾
政
美
画
か
、
榎
本
板
、
三
巻
、
十
五
丁
、
序
文
京
伝
、「
京
伝
門
人

　
山
東
け
い
こ
う
作
」

　
●
天
明
八
年

・『
今こ

ん
に
ち
げ
ん
き
ん
ゆ

日
現
金
湯
起き

し
よ
う請

』
黄
表
紙
、
北
尾
政
演
画
、
榎
本
板
、
三
巻
、
十
五
丁
、
跋
文
京
伝
、「
山
東
け
い
こ
う
作
」

・『
夜よ

半わ

の
茶ち

や
づ
け漬

』
洒
落
本
、
山
東
鶏
告
・
山
東
唐
洲
作
、
京
伝
画
、
鶴
屋
板
、
三
十
丁
、
序
文
京
伝
、「
山
東
鶏
告

　
山
東
唐
洲
両
筆

著
」

　
●
寛
政
元
年
刊

・『〈
三
国
伝
来
〉
面め

ん
こ
う
ふ
は
い
の
か
ま

光
不
背
釜
』
黄
表
紙
、
北
尾
政
美
画
、
西
宮
板
、
三
巻
、
十
五
丁
、「
け
い
こ
ふ
作

　
印
」

・『〈
薬
師
利
生
〉
交ま

ぜ

見み

世せ

八は
ち

人に
ん

一い
ち

坐ざ

』
黄
表
紙
、
北
尾
政
美
画
、
西
宮
板
、
三
巻
、
十
五
丁
、「
け
い
こ
ふ
作

　
印
」

・『〈
三
升
艾
路
考
艾
〉
江え

　ど

　は
な
や
く
し
や
ひ
い
き

戸
花
俳
優
贔
屓
』
黄
表
紙
、
北
尾
政
美
画
、
西
宮
板
、
三
巻
、
十
五
丁
、「
け
い
こ
ふ
戯
作

　
印
」

　
こ
の
他
に
、
京
伝
作
の
洒
落
本
『
初
衣
抄
』（
天
明
七
年
刊
）
に
「
京
伝
門
子
月
地

　
朱
翁
鶏
告
誌
」
と
い
う
署
名
で
跋
文
を
寄
せ
、

洒
落
本
『
総
籬
』（
同
年
刊
）
で
は
画
工
を
つ
と
め
て
い
る
。
ま
た
洒
落
本
『
古
契
三
娼
』（
同
年
刊
）
や
、
滑
稽
本
『
指
面
草
』（
天
明

六
年
刊
）
で
は
校
閲
者
と
し
て
作
者
京
伝
の
名
前
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
鶏
告
は
、
天
明
七
年
刊
の
京
伝
の
洒
落
本
三
作
品
全
て

に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　『
両
国
信
田
染（

（1
（

』
の
十
ウ
は
「
私

わ
た
く
し

儀
も
当と

う

年ね
ん

が
作
者
の
初は

つ

舞ぶ

台た
い

で
ご
ざ
れ
ば
、
湯ゆ

屋や

、
髪か

み

結ゆ
ひ

床ど
こ

、
自じ

身し
ん

番ば
ん

、
長な

が

局つ
ぼ
ねわ

け
て
昼ひ

る

見み

世せ

の

御
評ひ

や
う
ば
ん

判
、
よ
ろ
し
く
頼た

の

み
奉

た
て
ま
つり

候
」
と
い
う
挨
拶
で
締
め
ら
れ
て
お
り
、
鶏
告
に
と
っ
て
初
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
森
氏
は
こ
れ
を

引
い
て
、
京
伝
で
あ
れ
ば
『
江
戸
生
艶
気
樺
焼
』
を
出
し
た
翌
年
に
、
湯
屋
や
髪
結
床
以
下
の
評
判
を
乞
う
な
ど
と
い
う
卑
屈
な
言
辞
を

弄
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る（

（1
（

。
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初
作
と
な
っ
た
天
明
六
年
刊
の
二
作
は
、
京
伝
が
画
工
を
つ
と
め
て
い
る
。『
御
富
興
行
曾
我（

（1
（

』
に
は
、
京
伝
が
以
下
の
よ
う
な
跋
文

を
寄
せ
て
い
る
（
傍
線
引
用
者
。
以
下
同
）。

不〈
ふ
ろ
う
〉老

の
薬

〈
く
す
り
〉。

得〈
ゑ
〉が

た
し
と
い
へ
ど
も
。
長〈

て
う
じ
ゆ
だ
い
〉

寿
台
を
作〈

つ
く
〉り

。
馬〈

ば
か
〉鹿

に
附〈

つ
く
〉る

薬
〈
く
す
り無な
〉し

と
い
へ
共
。
帆

〈
ほ
ば
し
ら
ぐ
わ
ん
〉

檣
丸
を
製〈

せ
い
〉し

出〈
い
だ
〉す

。
爰〈

こ
ゝ
〉に

鶏〈
け
い
こ
う
〉

告
な
る

人
。
よ
ふ
も
ふ
築〈

つ
き
ぢ
〉地

の
果〈

は
て
〉よ

り
。
石〈

い
し
ば
し
よ
ろ
づ
よ
〉

橋
万
代
ま
で
に
。
妄

〈
む
だ
〉言

を
伝つ

た

へ
む
と
。
五
節〈

せ
つ
く
〉句

に
干〈

ひ
た
ら
〉鱈

を
遣〈

つ
か
〉つ

て
予
が
門
人
と
成
り
。
三
年
三

月
を
待〈

ま
た
〉ず

し
て
三
冊
の
艸〈

さ
う
し
〉子

を
作〈

つ
く
〉る

。
予
是〈

こ
れ
〉を

閲〈
け
み
〉し

て
曰
。
嗚〈

あ
ゝ
〉呼

後〈
こ
う
せ
い
〉

世
お
そ
ろ
考〈

か
ん
〉が

み
る
に
屋〈

ひ
さ
し
〉翼

を
貸〈

か
〉

し
て
面〈

お
も
や
〉屋

を
取〈

と
〉

ら
れ
ん
も

廷
〈
ま
の
あ
た
り
〉な

り
。�

山
東
京
伝
二
十
五
の
暁
に
書

　
鶏
告
が
築
地
在
住
と
さ
れ
る
根
拠
は
、
こ
の
跋
文
の
「
築
地
の
果
よ
り
」
と
い
う
記
述
や
、
前
述
し
た
『
初
衣
抄
』
の
署
名
に
よ
る
。

京
伝
は
後
年
、
師
弟
の
約
束
を
し
た
こ
と
は
な
い
と
語
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
鶏
告
の
こ
と
を
「
予
が
門
人
と
成
り
」
と
述
べ
て
い
る
点
は

興
味
深
い
。
当
時
二
十
五
歳
と
い
う
若
さ
の
京
伝
に
と
っ
て
、
戯
作
の
師
と
し
て
慕
っ
て
く
る
人
が
い
た
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ず
喜
び
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
後
も
京
伝
は
、
寛
政
元
年
を
除
く
天
明
七
年
・
八
年
刊
の
作
品
で
は
、
画
工
・
序
文
・
跋
文
・
校
合
の
い
ず
れ
か
の
形
で
鶏
告
の

作
品
に
関
わ
っ
て
い
る
。
唐
洲
と
の
共
作
で
あ
る
洒
落
本
『
夜
半
の
茶
漬
』
の
京
伝
に
よ
る
序
文
も
見
て
み
よ
う（

（1
（

。

誰〈
タ
〉ぞ

や
此
夜
中
に
扄〈

サ
イ
〉た

る
門〈

カ
ド
〉を

擲〈
タ
ヽ
〉く

は
。
行〈

ユ
キ
ク
レ
〉

暮
た
る
修

〈
シ
ユ
ギ
ヤ
ウ
シ
ヤ
〉

行
者
か
。
た
ゞ
し
け
ん
ど
ん
蕎〈

ソ
バ
〉麦

の
門

〈
カ
ド
チ
ガ
ヘ
〉

違
か
。
同
気
も
と
む
る
鶏
唐
の
両
子

一
巻
を
懐

〈
フ
ト
コ
ロ
〉に

し
て
来
り
。
予
に
校
合
を
せ
よ
と
い
ふ
。
三
人
寄〈

ヨ
ツ
〉て

文
殊〈

ジ
ユ
〉に

あ
ら
ぬ
。
ふ
た
り
一
坐
へ
き
り
か
け
し
。
紋
日
を
逃〈

ニ
ゲ
〉る

智
恵
ぶ
く
ろ
。
は
た
く
と
い
ふ
は
本
屋
の
禁〈

キ
ン
ク
〉句

。
き
ん
く
万
部〈

ブ
〉の

書
を
つ
む
と
も
。
女
郎
を
こ
ろ
す
秘〈

ヒ
ミ
ツ
〉密

の
伝
は
此
一
冊
に
と
ゞ
め
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た
り
。
客
と
女
郎
の
腹〈

ハ
ラ
〉に

よ
く
は
い
り
し
如
き
茶〈

チ
ヤ
ワ
〉話

な
れ
ば
。
夜〈

ヨ
ハ
〉半

の
茶
漬〈

ヅ
ケ
〉と

題〈
ダ
イ
ゴ
ウ
〉

号
し
て
。
世
に
行
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
。
廻〈

マ
ワ
〉し

行〈
ア
ン
ド
〉灯

へ
楽〈

ラ
ク
ガ
キ
〉

書
す
こ
と
し
か
り

�

山
東
京
伝
述

　
天
明
八
戌
申
春�

印
（
巴
山
人
）

　
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
京
伝
は
慕
っ
て
く
る
鶏
告
の
草
稿
を
校
合
し
た
り
、
挿
絵
を
描
く
な
ど
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
鶏
告
は
そ
れ
以
前
に
書
い
た
自
身
の
作
品
を
、
作
品
内
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
『
化
物
楽
屋
異

牒
（
（1
（

』
で
は
、「
去き

よ

年ね
ん

信し
の

田だ

染ぞ
め

の
大
立た

て

者も
の

葛く
ず

の
葉は

が
弟
狐ぎ

つ
ね、

吼こ
ん
く
は
い

噦
と
い
ふ
者も

の

あ
り
」（
一
ウ
二
オ
）
と
、
登
場
人
物
の
吼
噦
を
、
前
年
刊
行
の

『
両
国
信
田
染
』
に
登
場
さ
せ
た
葛
の
葉
の
弟
と
い
う
設
定
で
話
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、『
江
戸
花
俳
優
贔
屓
』
八
ウ
九
オ
の
挿
絵
に
は
、
同
年
刊
行
の
『
交
見
世
八
人
一
坐
』
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
【
図
1
】。
本
作

は
助
六
と
揚
巻
の
魂
が
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
あ
ら
す
じ
で
、
中
身
が
揚
巻
の
助
六
が
鏡
に
向
か
っ
て
支
度
を
し
て
い
る
傍
ら
に
、

さ
り
げ
な
く
本
が
二
冊
置
か
れ
て
い
る
。
一
冊
は
表
紙
の
題
簽
に
「
八
人
一
座

　
中
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
も
う
一
方
は
開
か
れ
た
状
態

で
、
中
央
に
「
中
花
白
養
散
」
と
の
文
字
が
書
か
れ
、
左
右
に
人
物
、
左
下
に
「
け
い
こ
う
」
の
署
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は
『
交
見
世
八

人
一
坐
』
の
最
終
丁
の
十
五
ウ
で
、
実
際
の
画
面
構
成
は
、
左
側
に
「
中
花
白
養
散
」
の
看
板
を
配
置
し
、
右
側
に
男
女
の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
構
図
に
変
更
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
看
板
の
文
字
か
ら
『
交
見
世
八
人
一
坐
』
の
最
終
丁
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、『
江

戸
花
俳
優
贔
屓
』
よ
り
先
に
執
筆
を
終
え
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
両
作
品
共
に
画
工
は
北
尾
政
美
で
あ
り
、
同
年
刊
行
の
作
品
の

宣
伝
を
兼
ね
て
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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【図 1】『江戸花俳優贔屓』8ウ 9オ　国立国会図書館所蔵

【図 1】部分



山
東
鶏
告
と
唐
洲
─
京
伝
周
辺
の
人
脈
─
（
関
原
）�

二
四
〇

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
鶏
告
の
作
品
は
、
先
行
研
究
で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
の
鶏
告
の
評
価
は
甚
だ
低

い
。
例
え
ば
、
森
銑
三
氏
は
鶏
告
の
作
に
つ
い
て
「
つ
ひ
に
見
べ
き
も
の
が
な
く
、
凡
庸
作
家
と
い
ふ
に
終
始
し
て
ゐ
る
」
と
し
、「
鶏

告
と
京
伝
と
は
、
幾
ら
よ
い
師
匠
に
就
い
て
も
、
物
に
な
ら
ぬ
作
者
は
、
つ
ひ
に
物
に
な
ら
ぬ
と
い
ふ
、
一
つ
の
例
に
な
り
さ
う
で
あ

る
（
（1
（

」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
作
品
に
つ
い
て
も
「
作
者
一
人
が
い
い
気
持
に
な
つ
て
書
い
た
と
い
ふ
だ
け
の
、
一
人
よ
が
り

の
黄
表
紙
で
、
全
く
取
る
に
足
り
な
い（

（1
（

」
な
ど
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
評
価
を
検
討
す
る
た
め
、
鶏
告
の
初
作
で
あ
る
『
両
国

信
田
染
』（
以
下
『
信
田
染
』）
を
詳
し
く
読
ん
で
み
よ
う
。

（
四
）『
両
国
信
田
染
』

　『
信
田
染
』
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

両
国
の
占
い
師
で
あ
る
安
倍
保
名
は
、
女
芸
者
の
お
り
よ
と
色
事
に
な
り
、
女
房
の
葛
の
葉
を
両
国
の
仮
宅
へ
勤
め
奉
公
に
出
し
て
、

家
か
ら
追
い
出
す
。
葛
の
葉
は
玉
藻
の
前
と
い
う
名
で
両
国
仮
宅
に
て
女
郎
と
な
る
。
そ
こ
へ
両
国
回
向
院
に
出
開
帳
に
来
て
い
た

清
凉
寺
の
釈
迦
如
来
が
仮
宅
に
遊
び
に
来
て
、
玉
藻
の
前
と
深
い
仲
に
な
り
、
指
切
り
な
ど
の
心
中
立
て
を
す
る
。
腕
の
梵
字
の
彫

り
物
を
消
そ
う
と
釈
迦
に
灸
を
据
え
る
と
、
赤
栴
檀
の
木
像
な
の
で
良
い
匂
い
が
漂
う
。
す
る
と
、
玉
藻
の
前
は
九
尾
の
狐
と
い
う

正
体
を
現
し
、
回
向
院
の
開
帳
を
妨
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
玉
藻
の
前
は
回
向
院
脇
に
飛
び
去
っ
て

徳
利
の
形
の
石
と
な
る
が
、
和
尚
の
祈
念
に
よ
り
狐
は
滅
び
、
開
帳
は
い
よ
い
よ
流
行
る
こ
と
と
な
る
。

　
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
の
出
開
帳
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
計
十
回
行
わ
れ（

（1
（

、『
信
田
染
』
刊
行
の
前
年
に
あ
た
る
天
明
五
年
は
、
六
月
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か
ら
九
月
に
か
け
て
回
向
院
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
開
帳
は
『
武
江
年
表
』
に
「
六
月
朔
日
よ
り
、
九
月
朔
日
迄
、
回
向
院
に
て
、
嵯
峨

清
凉
寺
釈
迦
如
来
開
帳
（
当
年
暑
季
殊
に
甚
だ
し
。
朝
来
群
集
す
る
事
夥
し
か
り
し
と
ぞ（

（1
（

）」
と
あ
る
通
り
、
人
々
の
関
心
を
集
め
て
賑

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
開
帳
と
な
っ
た
釈
迦
如
来
像
は
、
釈
迦
生
き
写
し
の
生
身
の
如
来
像
と
さ
れ
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
を

渡
っ
て
き
た
三
国
伝
来
の
像
と
し
て
信
仰
さ
れ
た（

（2
（

。
本
像
を
模
し
た
清
凉
寺
式
と
い
わ
れ
る
仏
像
が
数
多
く
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も（

（2
（

、
信

仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
釈
迦
像
の
特
徴
と
し
て
は
、
頭
髪
が
螺
髪
で
は
な
く
縄
目
状
に
束
ね
た
髪
型
に
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
両
肩
に
衣
を
掛
け
た
通
肩
の
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
仏
像
は
赤
栴
檀
と
い
う
香
木
で
作
ら
れ
、
良
い
香
り

が
す
る
と
さ
れ
た（

（2
（

。『
信
田
染
』
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
心
中
の
指
切
り
の
際
に
は
「
玉
藻も

が
釈し

や

迦か

如
来
に
指ゆ

び

を
切
せ
し
は
、
大
の
山

に
て
赤し

や
く
せ
ん
だ
ん

栴
檀
の
指ゆ

び

故ゆ
へ

、
と
ん
だ
値ね

打う

ち
が
良よ

」（
七
ウ
）
い
の
で
、
切
っ
た
指
を
香
木
店
に
売
ろ
う
と
す
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、

釈
迦
の
腕
の
梵
字
の
彫
り
物
を
消
そ
う
と
、
玉
藻
の
前
が
灸
を
据
え
る
場
面
が
あ
る
【
図
2
】。
灸
を
据
え
る
と
良
い
香
り
が
漂
っ
た
の

も
、
赤
栴
檀
の
仏
像
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
出
開
帳
で
話
題
の
釈
迦
像

の
特
徴
を
、
巧
み
に
作
中
で
笑
い
に
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
実
は
江
戸
の
開
帳
を
知
る
上
で
、
黄
表
紙
は
欠
か
せ
な
い
資
料
と
言

え
る
。
開
帳
に
つ
い
て
の
研
究
は
比
留
間
尚
氏
「
江
戸
の
開
帳（

（2
（

」
に
詳

し
く
、
開
帳
を
扱
っ
た
文
芸
作
品
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

多
く
は
黄
表
紙
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
覧
に
『
信
田

染
』
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
天
明
五
年
の
清
凉
寺
の
出
開
帳
に
取
材
し

た
作
品
と
し
て
価
値
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う（

（2
（

。

　
こ
こ
で
主
要
人
物
に
関
わ
る
伝
説
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

【図 2】『両国信田染』8オ
国立国会図書館所蔵
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葛
の
葉
は
、
信
田
森
伝
説
に
み
え
る
白
狐
で
、
安
倍
保
名
の
妻
と
な
っ
て
安
倍
晴
明
を
生
ん
だ
が
、
正
体
が
知
ら
れ
、「
恋
し
く
ば
た
づ

ね
来
て
み
よ
い
づ
み
な
る
信
田
の
森
の
う
ら
み
葛
の
葉
」
と
い
う
歌
を
残
し
て
去
っ
た
と
い
う
伝
説
上
の
人
物
で
あ
る
。
玉
藻
の
前
は
、

三
国
伝
来
の
九
尾
の
狐
の
化
身
で
、
鳥
羽
天
皇
に
愛
さ
れ
た
が
、
安
倍
泰
親
の
法
力
で
正
体
を
現
し
、
下
野
国
那
須
野
に
飛
び
去
り
殺
生

石
と
な
る
と
い
う
、
や
は
り
伝
説
上
の
人
物
で
あ
る
。

　
こ
の
二
人
の
人
物
を
『
信
田
染
』
で
は
、
正
体
が
狐
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
か
ら
、
安
倍
保
名
の
妻
葛
の
葉
が
女
郎
玉
藻
の
前
と
な
る

と
し
て
い
る
。
森
氏
は
「
保
名
が
女
芸
者
と
出
来
合
つ
て
、
葛
の
葉
を
追
出
さ
う
と
す
る
の
も
、
面
白
か
ら
ぬ
筋
立
で
あ
る（

（2
（

」
と
述
べ
て

い
る
が
、
葛
の
葉
は
元
々
家
か
ら
去
る
存
在
で
あ
り
、
玉
藻
の
前
と
な
る
と
い
う
展
開
の
た
め
に
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
正
体
が
明
ら
か
に
な
る
場
面
で
は
、
九
尾
の
狐
が
徳
利
の
形
の
石
と
な
り
、「
恋
し
く
ば
た
づ
ね
来
て
み
よ
回ゑ

向か
う

院ゐ
ん

つ
い
に
我
身
は
と

つ
く
り
と
な
る
」
と
い
う
歌
が
現
れ
る
。
こ
れ
は
正
体
が
知
ら
れ
て
殺
生
石
に
な
っ
た
玉
藻
の
前
と
、
和
歌
を
残
し
て
去
っ
た
葛
の
葉
を

や
つ
し
、
笑
い
に
変
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
こ
の
狐
と
当
時
話
題
に
な
っ
て
い
た
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
を
、
三
国
伝
来
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
結
び
つ
け
て
い
る
。
森
氏
は

「
お
釈
迦
様
が
、
鬱
晴
ら
し
の
た
め
に
、
遊
び
を
な
さ
る
と
い
ふ
の
は
よ
い
と
し
て
、
相
手
の
女
が
、
実
は
九
尾
の
狐
で
云
々
と
い
ふ
の

が
し
つ
く
り
し
な
い（

（2
（

」
と
し
て
い
る
が
、
釈
迦
像
と
玉
藻
の
前
の
共
通
点
は
三
国
伝
来
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、『
信
田
染
』
は
、
狐
で
あ
る
葛
の
葉
と
玉
藻
の
前
、
三
国
伝
来
の
清
凉
寺
釈
迦
如
来
、
と
い
う
三
人
の
登
場
人
物
を

巧
み
に
動
か
し
、
彼
ら
の
伝
承
を
使
っ
て
笑
い
を
取
っ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。
物
語
に
破
綻
な
く
、
話
題
と
な
っ
て
い
た
出
開
帳
の
釈
迦

像
を
題
材
と
し
て
、
三
国
伝
来
と
狐
と
い
う
共
通
点
を
用
い
て
物
語
を
貫
い
て
い
る
点
で
は
、
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
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（
五
）
作
中
に
登
場
す
る
京
伝

　
と
こ
ろ
で
、
鶏
告
作
品
の
作
中
に
は
京
伝
が
た
び
た
び
登
場
す
る
。
続
い
て
、
鶏
告
の
目
か
ら
見
た
京
伝
が
、
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。

　『
信
田
染
』
で
は
、「
九
つ
の
尾
を
北
の
方
へ
向む

け
て
振ふ

り
立
し
故ゆ

へ

、
此
本
の
絵
を
即す

な
はち

北
尾
政ま

さ

演の
ぶ

に
描か

かゝ

す
べ
し
と
い
ら
ぬ
御
世せ

話わ

ま

で
告つ

げ
給
ふ
」（
八
ウ
九
オ
）
と
、
九
尾
の
狐
と
画
工
を
つ
と
め
た
北
尾
政
演
の
名
を
こ
じ
つ
け
て
い
る
。

　『
化
物
楽
屋
異
牒
』
で
は
、
物
語
の
序
盤
で
主
人
公
の
吼
噦
が
大
通
に
な
り
た
い
と
思
い
、「
通と

ふ
り

丁
の
京
伝
が
出
店み

せ

で
大
通つ

う

を
一
袋

ふ
く
ろ

買か

」

う
と
い
う
場
面
（
二
ウ
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
四
オ
で
は
、
雪
女
が
鷺
に
向
か
っ
て
「
お
め
へ
の
衣い

し
や
う装

付づ

け
は
伝
さ
ん
の
腹は

ら

と
い
ふ

と
こ
ろ
だ
よ
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
伝
さ
ん
」
も
京
伝
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
挿
絵
の
鷺
は
、
頭
部
が
鳥
、
胴

体
は
着
物
を
着
た
人
間
の
姿
で
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
。
本
作
刊
行
の
前
後
に
出
さ
れ
た
京
伝
の
黄
表
紙
で
、
鷺
を
描
い
た
作
品
は
、
調
査

し
た
範
囲
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
鷺
の
着
て
い
る
着
物
に
つ
い
て
京
伝
が
助
言
し
た
、
も
し
く
は
画
工
の
京
伝
に
よ
っ
て
、
鷺
が

こ
の
よ
う
な
擬
人
化
し
た
姿
で
描
か
れ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
前
稿
で
取
り
上
げ
た
『
葉
手
嫌
息
子
好

（々
（2
（

』
七
ウ
八
オ
の
、
京
伝
作
詞
の
め
り
や
す
「
す
が
ほ
」
お
披
露
目
の
店
先
を
描
い
た
場
面
に

は
、
登
場
人
物
の
台
詞
の
中
に
京
伝
と
鶏
告
が
出
て
く
る
。
こ
の
お
披
露
目
の
場
で
、
い
わ
ば
主
役
で
あ
る
京
伝
は
画
中
に
は
描
か
れ
て

お
ら
ず
、「
京
伝
でマ

マ

ん
は
ど
ふ
し
た
の
。
今
ま
で
い
さ
し
つ
た
が
、
ち
と
怪あ

や

し
音
八
だ
ぞ
」
と
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
遊
女
が
「
も
し
鶏け

い
こ
う告

さ
ん
へ
。
松
色い

ろ

さ
ん
が
井い

筒づ
ゝ

屋や

に
お
出い

で
な
ん
し
た
よ
」
と
鶏
告
に
呼
び
か
け
て
い
る
台
詞
も
書

か
れ
て
い
る
。

　
主
人
公
の
金
二
郎
が
荘
子
屋
の
三
つ
蝶
と
い
う
遊
女
に
金
を
借
り
る
場
面
（
十
二
ウ
十
三
オ
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
台
詞
が
展
開
さ

れ
る
。
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（
遊
女
三
つ
蝶
）「
ぬ
し
は
と
ん
と
此
花
生い

け

の
通と

を

り
、
い
く
ら
私わ

た
しが

貢み
つ

い
で
も
、
す
ぽ
ん
〳
〵
と
尻し

り

へ
抜ぬ

け
な
ん
す
か
ら
、
ど
ふ
も
な

り
い
せ
ん
。
よ
く
考か

ん
がへ

て
お
み
な
ん
し
」

（
金
二
郎
）「
も
ふ
〳
〵
謝あ

や
まり

入
や
し
た
。
そ
の
す
ぽ
ん
〳
〵
と
抜ぬ

け
る
の
が
好す

き
だ
か
ら
の
事
さ
。
す
つ
ぽ
ん
の
亀か

め

の
姿す

が
たの

若わ
か

衆し
ゆ

ぶ

り
は
ど
ふ
だ
。
あ
ん
ま
り
異い

見け
ん

を
し
な
さ
ん
な
。
人
が
ふ
さ
い
で
み
ね
へ
と
、
京
伝
が
そ
れ
見み

た
か
と
言い

ふ
は
な
」

　
金
を
す
ぐ
に
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
底
を
抜
い
た
花
生
け
で
譬
え
て
い
る
。「
京
伝
が
そ
れ
見
た
か
」
と
言
う
こ
と
に
関
し
て
は
詳

し
い
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
本
作
に
は
楽
屋
落
ち
の
よ
う
な
台
詞
や
内
容
が
所
々
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　
金
二
郎
と
遊
女
の
三
つ
蝶
が
そ
の
よ
う
な
会
話
を
展
開
さ
せ
て
い
る
傍
ら
に
は
、
廊
下
を
歩
く
遊
女
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
台
詞

も
見
逃
せ
な
い
。「
ヲ
ヤ
鶏け

い
こ
う告

さ
ん
、
大だ

い

分ぶ

道み
ち

が
違ち

が

ふ
ざ
ん
す
ね
。
伝
さ
ん
か
へ
、
花お

い
ら
ん魁

の
と
こ
ろ
に
お
飯め

し

を
食た

べ
て
お
出い

で
な
ん
す
よ
」

と
、
鶏
告
が
京
伝
を
探
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
京
伝
と
鶏
告
が
別
人
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
京
伝
が
実
際
に
花
魁
の
元
に
通
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
台
詞
で
あ
ろ
う
。

　
物
語
の
主
要
人
物
以
外
の
者
た
ち
が
楽
屋
落
ち
の
内
容
を
話
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
他
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。『
江
戸
花
俳
優
贔

屓
（
（2
（

』
十
オ
で
は
、
助
六
と
揚
巻
が
籬
越
し
に
会
話
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
横
を
通
る
遊
客
と
若
い
者
は
以
下
の
よ
う
な
会
話
を
繰
り
広
げ

て
い
る
。

「
二
丁
目め

へ
入は

い

つ
た
の
は
文
京
さ
ん
で
は
ね
へ
か
。
後う

し

ろ
つ
き
が
よ
く
似に

た
ぜ
」

「
そ
う
だ
ろ
う
。
長
崎さ

き

屋や

に
伝で

ん

公か
う

が
見
え
た
つ
け
」
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「
こ
の
頃ご

ろ

は
毎ま

い

晩ば
ん

お
見み

へ
な
さ
り
や
す
」

　
文
京
と
は
松
前
藩
主
松
前
道
広
の
弟
百
助
の
こ
と
で
、
京
伝
の
後
援
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
長
崎
屋
は
、
先
に
挙
げ
た
「
す
が

ほ
」
の
お
披
露
目
の
場
と
な
っ
た
店
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
中
の
記
述
か
ら
、
鶏
告
は
京
伝
の
交
友
関
係
や
行
動
範
囲
を
よ
く
把
握
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
さ
ら
に
、
鶏
告
の
作
品
に
は
、
師
匠
で
あ
る
京
伝
の
創
作
姿
勢
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
は
『
両
国
信
田
染
』
の
例
を
見

て
み
よ
う
。
釈
迦
の
腕
の
梵
字
を
灸
で
消
そ
う
と
す
る
場
面
で
は
「
左ひ

だ
りか

ら
先ま

づ
据す

へ
ん
せ
う
。
こ
う
い
ふ
洒し

や

落れ

は
京
伝
さ
ん
が
き
つ
い

好す

き
さ
」（
八
オ
）
と
言
っ
て
い
る
。
左
か
ら
据
え
る
こ
と
が
何
の
洒
落
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
京
伝
の
洒
落
の
好
み

が
わ
か
る
。
ま
た
、
玉
藻
の
前
が
徳
利
の
石
に
な
り
、
和
尚
が
供
養
す
る
場
面
で
は
、「
回ゑ

向か
う

院ゐ
ん

は
浄じ

や
う
ど土

宗し
う

だ
に
、
な
ぜ
払ほ

つ

子す

を
持も

つ
て

い
る
か
わ
か
ら
ね
へ
。
お
師
匠
さ
ん
の
仰

お
つ
し
やつ

た
は
、
そ
ん
な
事
に
頓と

ん

着じ
や
くす

る
と
作
が
こ
ず
む
と
言い

わ
し
や
ん
し
た
。
嘘う

そ

な
ら
京
伝
に
聞き

い

て
み
な
」（
九
ウ
十
オ
）
と
言
い
、
京
伝
の
助
言
が
書
か
れ
て
い
る
。
京
伝
は
草
稿
の
校
合
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
京
伝
の
創
作
姿
勢
を
知
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

　
な
ぜ
鶏
告
は
、
作
中
に
京
伝
を
登
場
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
天
明
期
の
黄
表
紙
は
、
作
者
に
近
い
人
々
に
し
か
分
か
ら
な
い
よ
う

な
楽
屋
落
ち
を
含
ん
だ
作
品
が
多
く
存
在
す
る
。
こ
れ
は
読
者
に
、
作
者
周
辺
の
人
々
を
想
定
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
鶏
告
が
京
伝
の
吉
原
通
い
を
ネ
タ
に
し
た
り
、
実
際
に
あ
っ
た
め
り
や
す
の
お
披
露
目
の
様
子
を
作
中
に
描
く
こ
と
は
、
京
伝

を
知
る
人
々
へ
向
け
た
、
あ
る
種
の
読
者
サ
ー
ビ
ス
と
も
言
え
よ
う
。
読
者
は
京
伝
の
情
報
を
面
白
が
る
こ
と
が
出
来
る
一
方
で
、
鶏
告

は
既
に
戯
作
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
京
伝
の
権
威
を
借
り
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
鶏
告
の
戯
作
の
活
動
時
期
は
、
草
稿
を
執
筆
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
天
明
五
年
か
ら
寛
政
元
年
ま
で
に
限
ら
れ
て
い
る
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が
、
こ
れ
は
何
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
述
べ
る
こ
と
は
資
料
が
足
り
ず
確
証
は
得
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
活
動
の
終
了
時
期
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
寛
政
の
改
革
に
よ
る
京
伝
の
筆
禍
で
あ
る
。
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
た
寛
政
元

年
刊
の
『
黒
白
水
鏡
』（
石
部
琴
好
作
）
で
は
、
画
工
を
つ
と
め
て
い
た
京
伝
も
過
料
処
分
と
な
っ
た
。
寛
政
三
年
の
洒
落
本
三
部
作
の

筆
禍
ほ
ど
の
重
い
罪
で
は
な
い
も
の
の
、『
箱
入
娘
面
屋
人
魚
』（
山
東
京
伝
作
、
寛
政
三
年
刊
）
の
板
元
蔦
屋
重
三
郎
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

戯
作
を
辞
め
よ
う
と
し
た
京
伝
が
、
蔦
屋
の
懇
願
に
よ
っ
て
再
び
筆
を
執
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
こ
れ
以
降
、
京
伝
は
他
の
作
者
の

作
品
で
画
工
を
つ
と
め
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
京
伝
に
と
っ
て
重
大
な
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
京
伝
と
鶏
告
の
ど

ち
ら
の
意
志
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
筆
禍
を
き
っ
か
け
に
京
伝
と
距
離
を
置
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
こ
の
時
期
に
、
恋
川
春
町
や
朋
誠
堂
喜
三
二
な
ど
の
武
家
作
家
が
戯
作
の
世
界
か
ら
退
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
鶏
告
の
素

性
や
身
分
は
未
詳
で
あ
る
が
、
彼
ら
と
同
様
に
寛
政
の
改
革
の
余
波
に
よ
っ
て
戯
作
か
ら
身
を
引
い
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
武

家
作
者
の
退
場
は
、
中
野
三
敏
氏
に
よ
っ
て
、
狂
歌
壇
や
戯
作
に
見
切
り
を
つ
け
て
い
た
彼
ら
が
、
改
革
を
理
由
に
退
い
た
と
い
う
指
摘

も
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
天
明
に
流
行
し
た
狂
歌
や
戯
作
は
天
明
末
期
に
は
陰
り
が
見
え
始
め
、
そ
れ
を
察
し
た
者
た
ち
が
手
を
引
い
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
明
期
と
寛
政
期
で
は
狂
歌
や
戯
作
に
関
す
る
環
境
が
変
化
し
て
い
る
。
活
動
期
間
が
短
く
、
数
え
る
ほ
ど
の
黄
表

紙
作
品
し
か
残
し
て
い
な
い
作
者
も
多
く
存
在
す
る
。
京
伝
の
門
人
と
し
て
計
九
作
品
を
残
し
た
鶏
告
も
、
時
代
の
転
換
期
に
突
如
戯
作

の
活
動
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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二
、
山
東
唐
洲

（
一
）
先
行
研
究

　
鶏
告
と
同
時
期
に
作
品
を
残
し
て
い
る
山
東
唐
洲
も
、
京
伝
の
門
人
と
考
え
ら
れ
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
彼
も
鶏
告
と
同
様
に
、
か

つ
て
は
京
伝
の
別
号
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た（

（3
（

。
し
か
し
森
銑
三
氏
が
、
鶏
告
同
様
に
実
在
の
門
人
だ
と
す
る
説
を
述
べ（

（3
（

、『
洒
落
本
大
成
』

や
『
黄
表
紙
総
覧
』
も
こ
の
説
に
従
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
唐
洲
の
伝
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。『
洒
落
本
大
成
』
に
は
「
唐
洲
も
『
狂
歌
師
細
見
』
に
よ
れ
ば
、
元
杢
網

夫
妻
の
社
中
に
あ
っ
た
狂
歌
師
ら
し
い（

（3
（

」
と
指
摘
さ
れ
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
棚
橋
氏
は
「
元
杢
網
に
近
い
狂
歌
師
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
唐
洲
の
号
は
あ
る
い
は
唐
衣
橘
洲
の
頭
尾
を
戴
い
た
も
の
か
、
た
だ
し
偶
然
の
一
致
か
も
知
れ
な
い（

（3
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、『
狂
歌
師
細
見
』
を
確
認
し
て
み
る
と
、「
お
ち
栗
や
ち
ゑ
」
の
連
に
名
が
見
ら
れ
る
の
は
、「
と
う
し
や
う
」
の
よ
う
で

あ
る（

（3
（

。
さ
ら
に
、
石
川
了
氏
「『
狂
歌
師
細
見
』
の
狂
歌
作
者
比
定（

（3
（

」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
と
う
し
や
う
」
は
『
落
栗
庵
狂
歌
月
並
摺
』

（
元
杢
網
編
、
天
明
三
年
刊
）
に
歌
が
見
ら
れ
る
、
左
礼
は
道
性
と
い
う
狂
歌
師
で
あ
る
と
い
う
。
左
礼
は
道
性
の
作
例
は
、
調
査
し
た

限
り
『
落
栗
庵
狂
歌
月
並
摺
』
の
一
首
し
か
見
当
た
ら
な
い
が（

（3
（

、
唐
洲
の
狂
歌
も
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、『
狂
歌
師
細
見
』
の
「
と

う
し
や
う
」
が
唐
洲
の
可
能
性
は
低
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
黄
表
紙
・
洒
落
本

　
唐
洲
作
の
作
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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●
天
明
八
年

・『〈
首
尾
松
見
越
松
〉
雪

ゆ
き
お
ん
な
さ
と
の
は
つ
さ
く

女
廓
八
朔
』
黄
表
紙
、
喜
多
川
歌
麿
画
、
蔦
屋
板
、
二
巻
、
十
丁
、
序
文
京
伝
、「
京
伝
門
人

　
山
東
唐
洲
作
」

・『
曾そ

我が

糠ぬ
か

袋ふ
く
ろ』

洒
落
本
、
喜
多
川
歌
麿
画
、
蔦
屋
板
、
二
十
一
丁
半
、
序
文
京
伝
、「
唐
洲
著
述
」

・『
夜
半
の
茶
漬
』
洒
落
本
、
山
東
鶏
告
・
山
東
唐
洲
作
、
京
伝
画
、
鶴
屋
板
、
三
十
丁
、
序
文
京
伝
、「
山
東
鶏
告

　
山
東
唐
洲
両
筆

著
」

　
共
著
の
洒
落
本
を
除
き
、
唐
洲
作
の
黄
表
紙
・
洒
落
本
は
共
に
歌
麿
が
画
工
を
つ
と
め
、
蔦
屋
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
京
伝
作

の
『〈
仁
田
四
郎
〉
富
士
之
人
穴
見
物
』（
北
尾
政
演
画
、
天
明
八
年
刊
）
に
は
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
唐
洲
の
著
作
活
動
は
天
明
八
年
刊
の
作
品
の
み
と
い
う
、
短
い
期
間
に
限
ら
れ
て
い
る
。『
曾
我
糠
袋（

（3
（

』
の
巻
末
に

は
「
待
宵

　
新
妓
婦
志

　
唐
洲
述

　
全

　
近
刻
」
と
い
う
広
告
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
本
書
は
未
刊
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
鶏
告
と

同
様
に
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
戯
作
の
世
界
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
せ
ら
れ
る
。

　
唐
洲
の
初
作
で
あ
る
『
雪
女
廓
八
朔（

（3
（

』
に
寄
せ
ら
れ
た
、
京
伝
の
序
文
を
見
て
み
よ
う
。

月
〈
ぐ
わ
つ
れ
い
ち
う
し
ゆ
ん
の
で
う
か
に
い
わ
く
た
か
け
し
て
は
と
ゝ
な
る
〉

令
仲
春
條
下
曰
鷹
化
為
鳩
云
云
。
傾〈

け
い
せ
い
〉

城
の
小〈

こ
ゆ
び
〉指

の
夜〈

や
ぐ
〉具

と
化〈

け
〉

し
。
三
粒

〈
つ
ぶ

骰さ

子い
〉

の
目
の
御〈

お
て
ら
〉寺

の
巨〈

こ
た
つ
〉燵

も
た
ち
ま
ち
大

振〈
ふ
り
そ
で
〉

袖
と
化
す
。
一
日
唐

〈
た
う
し
う
ば
け
も
の
ほ
ん
〉

洲
怪
本
の
艸

〈
さ
う
か
う
〉

稿
を
持

〈
も
ち
〉来

つ
て
予
に
見
す
。
作
者
の
艸

〈
し
た
が
き
〉

稿
は
狐

〈
き
つ
ね
〉の

藻〈
も
〉の

如
し
と
云
へ
ど
も
。
唐
洲
能
く
尻〈

し
つ
ぽ
〉尾

を
見
せ
ず
。
そ
の
凄〈

す
ご
〉き

事
。
白〈

し
ら
は
〉歯

の
地
獄〈

ご
く
〉に

抱〈
だ
き
つ
〉附

か
れ
た
る
よ
り
も
怖〈

こ
わ
〉く

。
我
も
身〈

ち
り
け
〉柱

下
か
ら
ぞ
つ
と
し
て
。
爰〈

こ
ゝ
〉に

笔
を
投〈

な
げ
す
〉捨

て
ぬ
。

　
申
の
初
春�

京
橋
の
御
ぞ
ん
じ
述
　
印
（
京
伝
）
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唐
洲
が
京
伝
の
元
に
草
稿
を
見
せ
に
来
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
曾
我
糠
袋
』
の
京
伝
の
序
文
に
も
「
唐

〈
た
う
し
う
〉

洲
な
る
人〈

ひ
と
〉の

作〈
さ
く
〉せ

し
。

這〈
し
や
こ
〉箇

の
。
草

〈
さ
う
か
う
〉

稿
を
閲

〈
け
み
す
〉る

に
」
と
あ
り
、「
此〈

こ
の
し
よ
〉

書
を
等〈

な
を
ざ
り
〉

閑
に
せ
ば
。
宝

〈
た
か
ら
〉の

山〈
や
ま
〉に

手〈
て
〉を

む
な
し
く
す
る
に
等

〈
ひ
と
し
〉か

る
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、『
雪
女
廓
八
朔
』
最
終
丁
の
十
ウ
で
は
唐
洲
本
人
が
口
上
を
述
べ
て
い
る
。

ち
よ
と
口
上
を
申
上あ

げ
ま
す
。
私

わ
た
く
し

儀
は
年
来
白し

ら

壁か
べ

の
中
に
鯱

し
や
ち
ほ
こと

睨に
ら

め
く
ら
し
て
暮く

ら
し
、
初
舞ぶ

台た
い

の
ほ
や
〳
〵
作
者
御お

屋や

敷し
き

女
中

の
御
目
か
ら
は
初う

い

奉ほ
う

公こ
う

の
下し

た

方か
た

育そ
だ

ち
、
大
通
方か

た

の
お
心
に
は
ま
だ
生き

息む
す

子こ

の
買
習な

ら

ひ
お
き
、
老ほ

ひ
方
は
あ
れ
見
や
な
乳ち

吸す
い

歯ば

も
か
け

ね
へ
野や

郎ろ
う

だ
と
御お

あ
く
た
い
お
つ
し
や

悪
態
仰
ろ
ふ
し
、
お
子
様さ

ま

方が
た

は
お
い
ら
が
神し

ん

に
入
れ
ま
い
と
お
な
ぶ
り
な
さ
れ
ず
、
女
郎
様さ

ま

方が
た

は
ま
だ
客き

や
くな

れ
ぬ

振ふ
り

袖そ
で

新し
ん

造ぞ
う

と
思
し
召め

し
、
い
づ
れ
も
様さ

ま

今こ

年と
し

よ
り
御
贔ひ

い

屓き

下
さ
れ
ま
せ
。
が
き
に
絡か

ら

ま
る
蔦つ

た

の
新し

ん

板は
ん

物も
の

、
悪わ

る

い
所
は
唐〈

た
う
し
う
〉

洲
に
も
筆ふ

で

の

誤あ
や
まり

と
御
流な

が

し
下
さ
れ
ま
せ
。
則
唐
洲
を
く
ん
じ
て
読よ

め
ば
、
烏

か
ら
す

の
初は

つ

声こ
ゑ

只
ア
ホ
ウ
〳
〵
と
御
評
判
願ね

が

い
上
ま
す
。

　
口
上
に
加
え
、
挿
絵
に
は
口
上
を
述
べ
る
唐
洲
の
姿
も
描
か
れ
て
い

る
【
図
3
】。
縞
の
着
物
に
羽
織
を
着
た
唐
洲
は
、
手
を
つ
い
て
挨
拶

を
し
て
い
る
。
書
斎
ら
し
き
部
屋
に
は
「
京
伝
」
の
署
名
が
書
か
れ
た

掛
け
軸
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

　『
黄
表
紙
総
覧
』
で
は
口
上
の
傍
線
部
と
肖
像
画
か
ら
、「
江
戸
在
住

の
町
人
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
そ
れ
以
外
に
つ
い
て

【図 3】『雪女廓八朔』10ウ
国立国会図書館所蔵



山
東
鶏
告
と
唐
洲
─
京
伝
周
辺
の
人
脈
─
（
関
原
）�

二
五
〇

は
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
」
と
し
て
い
る
。
江
戸
城
の
鯱
の
見
え
る
白
壁
の
家
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
商
家
な
ど
が

想
像
さ
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
今
回
は
狂
歌
活
動
を
行
っ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
と
い
う
指
摘
に
止

ま
っ
た
が
、
唐
洲
が
ど
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
活
動
し
た
人
物
な
の
か
は
引
き
続
き
調
査
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
京
伝
の
門
人
と
言
わ
れ
る
山
東
鶏
告
と
唐
洲
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
改
め
て
戯
作
や
狂
歌
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

馬
琴
に
つ
い
て
の
逸
話
か
ら
は
弟
子
を
取
ら
な
い
と
い
う
印
象
が
強
い
京
伝
だ
が
、
二
人
の
作
品
に
寄
せ
て
い
る
京
伝
の
序
文
や
跋
文
か

ら
は
、
彼
ら
の
草
稿
に
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
鶏
告
の
作
品
に
は
、
京
伝
の
執
筆
の
姿
勢
が
書
か
れ
、
作
品
を
書
く
に

あ
た
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
彼
ら
の
作
品
は
、
京
伝
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。

　
天
明
期
の
京
伝
は
戯
作
や
狂
歌
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に
、
洒
落
本
や
黄
表
紙
を
執
筆
し
て
い
た
。
そ
の
後
寛
政
の
改
革
を
経

て
、
寛
政
期
後
半
か
ら
の
晩
年
は
考
証
随
筆
に
没
頭
し
、
よ
り
多
く
の
文
人
や
絵
師
な
ど
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
江
戸
時

代
の
絵
師
を
代
表
す
る
谷
文
晁
に
は
、
考
証
に
関
す
る
資
料
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
京
伝
の
活
動
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
こ
の

考
証
趣
味
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今
後
の
課
題
と
し
、
引
き
続
き
京
伝
周
辺
の
人
脈
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
京
伝
の
活
動
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
き
た
い
。

【
注
】

（
1
）　『
山
東
京
傳
全
集
』
第
十
四
巻
月
報
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
八
年
）。
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（
2
）　
引
用
は
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
に
よ
る
。

（
3
）　
注
2
に
同
じ
。

（
4
）　
引
用
は
『
燕
石
十
種
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
）
に
よ
る
。

（
5
）　
引
用
は
水
野
稔
『
山
東
京
伝
の
黄
表
紙
』（
江
戸
文
芸
新
考
一
、
有
光
書
房
、
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
。

（
6
）　
引
用
は
『
寝
惚
先
生
文
集
・
狂
歌
才
蔵
集
・
四
方
の
あ
か
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
八
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
。

（
7
）　
引
用
は
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
三
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
る
。

（
8
）　
注
7
に
同
じ
。

（
9
）　
注
7
に
同
じ
。

（
10
）　『
黄
表
紙
総
覧
』
と
諸
本
を
参
照
し
、
書
名
、
画
工
、
板
元
、
巻
数
（
黄
表
紙
の
み
）、
丁
数
、
作
者
の
署
名
を
記
し
た
。
京
伝
が
関
わ
っ
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
旨
も
記
載
し
た
。

（
11
）　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本
（
函
五
二
─
一
二
）
に
よ
る
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
京
─
四
〇
二
）
も
参
照
し
た
。

（
12
）　「
山
東
京
伝
私
記
」（『
森
銑
三
著
作
集
』
続
編
第
一
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
。
初
出
『
国
語
国
文
』
一
九
三
六
年
六
月
）。

（
13
）　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
二
〇
七
─
一
五
五
）
に
よ
る
。

（
14
）　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
京
乙
─
一
八
一
）
に
よ
る
。

（
15
）　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料
本
（
四
七
五
二
─
二
一
〇
）
に
よ
る
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
二
〇
七
─
七
一
三
）
も
参
照
し
た
。

（
16
）　『
続
黄
表
紙
解
題
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
）『
両
国
信
田
染
』
の
項
。

（
17
）　
注
16
書
、『
葉
手
嫌
息
子
好
々
』
の
項
。

（
18
）　
回
向
院
で
の
出
開
帳
が
行
わ
れ
た
年
は
、
比
留
間
尚
「
江
戸
開
帳
年
表
」（『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
に
よ

る
と
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）、
享
和
元
年
（
一
八
〇

一
）、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
で

あ
る
。

（
19
）　
引
用
は
『
増
訂
武
江
年
表
』
一
（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
八
年
）
に
よ
る
。

（
20
）　
釈
迦
在
世
中
に
優
塡
王
が
造
像
し
た
と
い
う
由
緒
を
持
つ
像
を
、
北
宋
・
雍
煕
二
年
（
九
八
五
）
に
東
大
寺
の
奝
然
が
模
像
を
作
ら
せ
て
、
日
本
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に
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
清
凉
寺
の
釈
迦
如
来
像
に
つ
い
て
は
、『
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
』（
日
本
の
美
術
五
一
三
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
九

年
）、
佐
々
木
剛
三
『
清
凉
寺
』（
美
術
文
化
シ
リ
ー
ズ
九
二
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
五
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
21
）　
鎌
倉
時
代
に
は
盛
ん
に
模
像
が
造
ら
れ
た
。
西
大
寺
の
釈
迦
如
来
像
（
建
長
元
年
〈
一
二
四
九
〉）
な
ど
が
有
名
。

（
22
）　
実
際
に
は
桜
材
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
23
）　
前
掲
注
18
書
所
収
。

（
24
）　
な
お
、
文
芸
作
品
一
覧
に
は
、
享
和
元
年
の
清
凉
寺
釈
迦
如
来
の
出
開
帳
を
扱
っ
た
黄
表
紙
『〈
嵯
峨
釈
迦
〉
開か

い

帳ち
よ
う

延え
ん

喜ぎ
の

繁さ
か
り
ば花

』（
十
返
舎
一
九

作
、
享
和
元
年
刊
）
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）　
注
16
に
同
じ
。

（
26
）　
注
16
に
同
じ
。

（
27
）　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本
（
函
五
二
─
九
）
に
よ
る
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
二
〇
八
─
五
六
九
）
も
参
照
し
た
。

（
28
）　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料
本
（
四
七
五
二
─
二
五
一
）
に
よ
る
。
ま
た
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本
（
函
五
二
─
六
）、
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
二
〇
七
─
二
一
二
）
も
参
照
し
た
。

（
29
）　
中
野
三
敏
「
南
畝
に
お
け
る
「
転
向
」
と
は
何
か
」（『
十
八
世
紀
の
江
戸
文
芸
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
。
初
出
『
国
文
学

　
解
釈
と
教
材
の

研
究
』
第
二
七
巻
八
号
、
一
九
八
二
年
六
月
）。

（
30
）　
第
一
章
（
一
）
先
行
研
究
で
取
り
上
げ
た
文
献
に
、
京
伝
＝
唐
洲
説
が
見
ら
れ
る
。『
近
代
日
本
文
学
大
系
』
の
「
日
本
小
説
作
家
人
名
辞
書
」

で
は
、
鶏
告
と
同
様
に
、
山
東
唐
洲
は
「
山
東
京
伝
の
別
号
」
と
し
て
い
る
。『
増
補
青
本
年
表
』
天
明
八
年
の
山
東
唐
洲
の
項
に
は
、「
二
十
八
歳

（
即
山
東
京
伝
の
変
名
）」
と
書
か
れ
て
い
る
。
水
谷
不
倒
氏
『
列
伝
体
小
説
史
』
は
「
是
れ
又
自
家
の
変
名
な
る
べ
し
」
と
述
べ
る
。
小
池
藤
五
郎

氏
も
『
山
東
京
伝
の
研
究
』
で
同
様
の
説
を
取
っ
て
い
る
。

（
31
）　
注
12
に
同
じ
。

（
32
）　『
洒
落
本
大
成
』
第
十
四
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
33
）　『
黄
表
紙
総
覧
』
前
編
「
富
士
之
人
穴
見
物
」
の
項
。

（
34
）　『
寝
惚
先
生
文
集
・
狂
歌
才
蔵
集
・
四
方
の
あ
か
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
八
四
）
の
底
本
で
あ
る
『
天
明
期
・
吉
原
細
見
集
』（
近
世
風
俗
研

究
会
、
一
九
七
七
年
）
所
収
の
複
製
本
で
は
、「
や
」
と
「
ゆ
」
が
判
別
し
づ
ら
い
が
、『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
第
十
五
巻
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
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七
年
）
所
収
の
慶
應
義
塾
図
書
館
本
（
野
崎
左
文
筆
写
本
）
で
は
、
明
ら
か
に
「
と
う
し
や
う
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
翻
刻
も
「
と
う
し
や
う
」
と

し
て
い
る
。

（
35
）　
石
川
了
『
江
戸
狂
歌
壇
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
。
初
出
「『
狂
歌
師
細
見
』
の
人
々
」『
近
世
文
学
俯
瞰
』
汲
古
書
院
、
一
九
九

七
年
）。

（
36
）　『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
の
索
引
を
利
用
し
た
。

（
37
）　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
二
〇
八
─
六
六
）
に
よ
る
。

（
38
）　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
二
〇
七
─
一
七
五
）
に
よ
る
。




